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第 1節 プロジェクトの狙いとシンポジウムの企画趣旨 
 
本シンポジウムは，本研究所における「高度情報技術の進展に応じた教育革新に関する研究」
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図 1 プロジェクトの展開予定 
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上記の書から 10 年以上を経た「新・コンピュータと教育」（1997）においても，佐伯は 1996 年
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囲み 1：佐伯（1986）「コンピュータと教育」から Teachable Agent へ 
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第 3節 シンポジウムのプログラム概要 
 
フェイズ 1 シンポジウムは次のような形で行われた。 
 
タイトル：「教育革新」プロジェクト フェイズ1 シンポジウム 
～高度情報技術を活用した全ての子供の学びの質の向上に向けて～ 
日  時：令和 2年 2月 3日（月曜日） 10 時 00 分～16 時 00 分 
場  所：一橋大学一橋講堂 
 
時 間  内 容 （肩書は全てシンポジウム当時） 
10：00 開会挨拶 中川健朗：国立教育政策研究所長 
















12：40 パネル・ディスカッション 2 
「教室に高度情報技術をもちこむ前に～協調学習の原理と高度情報技術の効果」 









神野元基：株式会社 COMPASS 代表取締役 CEO 
②Education first, technology second（事例紹介 2） 
Kenn Ross：ミネルバ大学 Managing Director 
14：40 休憩 
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 ③神野元基：株式会社 COMPASS 代表取締役 CEO 
 ④Kenn Ross：ミネルバ大学 
司会 
白水始（東京大学高大接続研究開発センター教授） 
15：55 閉会挨拶 佐藤安紀：国立教育政策研究所次長 
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第 2 章 シンポジウム講演録 
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ティ 5.0 という時代がくる中で，学校現場の方ではソサイエティ 4.0，あるいはまだまだ 3.8 くら
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第 2節 パネル・ディスカッション 1 
「高度情報技術を活用した全ての子供の学びの質の向上に向けた文部科学省の取組」 
  ①先端技術を活用した学びの革新に向けて 
    桐生崇（文部科学省初等中等教育局企画官・学びの先端技術活用推進室長） 
  ②学校 ICT 環境の整備に向けて 
    髙谷浩樹（文部科学省初等中等教育局情報教育・外国語教育課長） 
  ③教育課程の改革に向けて 
    板倉寛（文部科学省初等中等教育局教育課程課教育課程企画室長） 
  ④デジタル教科書を活用した学びの充実に向けて 
    中野理美（文部科学省初等中等教育局教科書課長） 
  ⑤特別支援教育，インクルーシブ教育システムの充実に向けて 
    俵幸嗣（文部科学省初等中等教育局特別支援教育課長） 

































































るための ICT の使い方ということで考えなければいけないと思っております。 
 
木村：ありがとうございます。時間の関係もありますので，まずそれぞれの課室長さんたちの
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第 3節 パネル・ディスカッション 2 
「教室に高度情報技術を持ち込む前に ～協調学習の原理と高度情報技術の効果～」 












































































いて，まず Jeremy が議論の口火を切ります。その後に 


















これまでに私の研究は 1 万 8000 件の引用がありまし
た。非常にうれしく思います。また国際学習科学会の理










































































































Travel along という pull でも lengthen でもない，旅して線に沿って最後の収束速度が変わっている
という新しい表現ができるようになったので，コンバージョント，収束したという考え方でした。






はやはり pull という言葉を何回も使っていて，ダナも 1
回 pull を使ってみるのですが，それ以外は使わずに，キ













































































































































































これを題材に，児童と一緒に課題に取り組んでいます。例えば 4 分の 3 を見ると，全然違う絵
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例えば Jeremy さん，すごく簡単な話で，今日本でクリエイティビティが大事というので Making
や FabLab みたいなモノ作りというものがすごく盛んになっている一方で，そういう時間を生み出
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第 4節 事例紹介 「教室に高度情報技術をもちこんで」 
事例紹介① 日本の教室に高度情報技術を持ち込んで 
戸栗大貴（千代田区立麹町中学校主任教諭） 
神野元基（株式会社 COMPASS ファウンダー） 
 
戸栗：麹町中学校の戸栗と申します。よろしくお願いします。 















































































































































































































Qubena を導入した授業時間です。全 62 時間分が 34 時
間，残り 28 時間は余剰時間となった。 
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2 年生においても，教科書では 63 時間分あったものが
31 時間へ。32 時間分の余剰。 
 







































































































も感動したことです。もう一つは，その子が 4 月から 12 月まで突っ伏していたのだとすると，集
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事例紹介②Education first, technology second 


































































それを思考習慣“Habits of Mind”（注：ここでの Mind は
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第 5節 パネル・ディスカッション 3 「ガイドライン策定に向けて」 
  ①田村恭久（上智大学理工学部教授） 
  ②益川弘如（聖心女子大学現代教養学部教授） 
  ③神野元基（株式会社 COMPASS ファウンダー） 
④Kenn Ross（ミネルバ大学） 















































































































































いというようなところで，子供を 1 組 2 組 3 組と分け



















































































































































































































































質問でも AI ドリルのことに関する質問が多くなっていますので，Qubena のシステムというわ
けではないのですが，AI ドリルの効果，価値ということを私なりに整理したいと思います。 
 








































































































































































































A 会社のもの，B 会社のものと，全部ログの形式が違っ 
たりするわけです。それから私教育で取れるいろいろなログも全部違う。こういったデータをま
とめていく，アグリゲーションしていくことが，多分これから必要になってくるでしょう。 
このために例えば，学校 ID や，また学習内容 ID と私が勝手に呼んでいますが，文科省が今ま
とめておられる単元 ID を使うと，何を習ったときにこの子はこういう反応をしている，といった
ことが，串刺しで例えば検索できる。あるいは学習者 ID という，学校でつけている ID と私教育
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91 
たいだろうと思いますので，何個か取り上げて質問に応答していただきたいと思います。 
神野様への質問で，「AI ドリルも結局ドリルを組み替えただけで，結局は ICT が入ってもやる
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第 1節 シンポジウムを振り返って 

































































































































そこで，米国 EdTech プラン策定にも関わっている学習科学者のジェレミー・ロッシェル氏に 30
年超にわたる自身の研究史をテレビ会議システム経由で語ってもらい，そこに東京大学高大接続




を見とった。これが上記の foundations としての理論作りに当たる。 
現象と教科内容との結び付けを SimCalc（シムカルク）という学習支援システムに内蔵し，数学
の現象を物語や動的なグラフ，表，公式へと結び付ける活動を，多様な家庭背景を持つテキサス





Science Foundation Network を推進し，学習科学とコンピューターサイエンスを一堂に集めた。さ















































した学びを通して，例えば生徒たちが「y = ax + b」という式の理解を深めることを狙うのである。
「学びの質」を明確に示した一例である。 
ロッシェル氏との議論は，AI ドリルに関する示唆的な対話で終わった。すなわち，その有用性
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を結び付ける好例である。問題は，他機関がこのような取組から何を学ぶことができるかである。
ロッシェル氏の整理によれば，小規模な effectiveness 重視の取組の scale をどう上げていくことが
できるかが，次の課題となるだろう。 
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第 2節 参加者のアンケート結果から 
本シンポジウム終了後に参加者にウェブアンケートを行った。紙面の都合上，アンケートの詳
細は割愛し，主要な結果のみ取り上げる。 






































































・ ICT 活用学習の先進国と日本との違い，なぜ進んでいるのか，日本での推進へのヒントなど 


































・ これまでの日本の教育実績への Society5.0 にむけての高度情報ツールの融和の方法，すべて
の子どもたちの教育環境の向上，LMS（language management system）の進化形の ICT 教育の
存在の必要性とその効果など，大変興味深いシンポジウムでした。 
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またテクノロジーに関しては，例えば今から 10 年後には 

























進もうとすることが重要だと考えます。それは OECD の Learning Compass 2030 の中で出てくる
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第 4節 まとめに代えて：次なる論点 
本報告書第 1 章の整理に照らして，第 2 章の講演録や，第 3 章第 1 節のまとめ，第 2 節のアン








































ことはこれまでの教育実践でも度々指摘されているところである（佐藤, 1997; 白水・三宅・益川, 
2014）。これが，今後の研究の第一の論点である。 












































図 4 学習評価の充実による教育革新に向けた論点 
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